
● 追跡  27年度介護報酬改定 ＜２面＞
＜２面＞● 介護大学校から

● 第10期介護計画 ＜２面＞
＜３面＞● ユニット議連への要望事項

● 施設紹介（泉ふるさと村・宮城県） ＜３面＞
＜４面＞● 入会施設の紹介

● 執行委員会 ＜２面＞
● 推進協20周年記念式典のお知らせ ＜２面＞
● 介護ニュース・ダイジェスト ＜４面＞
● 事務局から ＜４面＞

● ズバリ回答！人事・労務のお悩み ＜４面＞

7
月
～
8
月

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
す
。

★
自
己
診
断
研
修
会

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
定
着
状
況
の
自
己
診
断

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

※
3
日
間
で
1
セ
ッ
ト
。

・
第
3
回　
7
月
6
日
、
13
日
、
21
日

募
集
締
切
は
7
月
2
日
。
参
加
費
は
無

料
。

★
第
2
回 

実
地
研
修
施
設
募
集
説
明
会

8
月
4
日　
14
時
～
15
時

内
容
：
実
地
研
修
施
設
に
な
る
ま
で
の

流
れ
を
説
明
。
参
加
費
は
無
料
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
を
学
べ
ま
す
！

募
集
締
切
は
7
月
30
日
。

★
安
全
対
策
体
制
加
算
対
応
研
修
会

（
受
講
後
、
修
了
証
書
発
行
）

※
会
員
価
格
で
受
講
可
！

・
第
2
回　
7
月
22
日

　
募
集
締
切
7
月
6
日

★
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
看
護
師
研
修

・
第
2
回　
8
月
5
日
、
19
日
、
26
日

　
募
集
締
切
7
月
15
日

★
A
D
L
維
持
等
加
算
対
応
バ
ー
セ
ル

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
研
修

※
会
員
価
格
で
受
講
可
！

（
受
講
後
、
修
了
証
書
発
行
）

・
第
3
回　
8
月
6
日

　
募
集
締
切
7
月
21
日

★
★
お
す
す
め
の
研
修
‼
★
★

★
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

・
第
3
回　
7
月
29
日
～
30
日

　
募
集
締
切
6
月
30
日

・
第
4
回　
８
月
20
～
21
日

　
募
集
締
切
7
月
22
日

推
進
協
主
催
の
研
修
予
定

「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
何
が
出
来
る
か
」

生
産
性
向
上
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
考
え
る

選定調査員
等研修会

 

一
般
社
団
法
人
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
推
進
協
議
会（
以
下「
推
進
協
」）

は
5
月
21
日
か
ら
２
日
間
の
日
程
で
、

大
阪
市
内
に
お
い
て
令
和
8
年
度
の
選

定
調
査
員
等
研
修
会
を
開
催
し
、「
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
何
が
出
来
る
か
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
対
面
方
式
で
議
論
し
た
。

参
加
者
は
全
国
の
実
地
研
修
施
設
か
ら

施
設
長
等
総
勢
29
名
が
参
加
し
た
。

で
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
と
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
何
が
出
来
る
か
と
し

て
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
よ
る
生
産
性
向

上
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。特

に
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
は
近

年
、
厚
労
省
も
生
産
性
向
上
加
算
を
創

設
す
る
な
ど
全
面
的
に
推
進
し
て
き
て

お
り
、
昨
年
度
の
臨
時
の
報
酬
改
定
で

は
、
処
遇
改
善
加
算
の
改
定
引
上
げ
に

際
し
、
生
産
性
向
上
加
算
と
の
連
動
要

件
を
設
け
る
な
ど
一
層
推
進
す
る
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。
研
修
会
で
の
説
明

は
、
こ
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
厚
労

省
は
効
率
化
が
目
的
で
は
な
い
と
説
明

し
て
い
る
も
の
の
、
財
務
省
が
財
政
制

度
審
議
会
で
示
し
た
資
料
に
よ
る
と
、

介
護
機
器
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り

少
な
い
労
働
投
入
量
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
の
生
産
性

向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
説
明

が
事
務
局
か
ら
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
推
進
協
事
務
局
か
ら

は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
介
護
職
員
が
入

居
者
の
こ
と
を
深
く
理
解
し
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
機
器
に
頼
る
こ
と
な
く
効

率
的
に
動
く
こ
と
が
出
来
る
ケ
ア
ス
タ

イ
ル
で
あ
り
、
機
器
の
導
入
と
同
様
に

生
産
性
の
向
上
に
は
寄
与
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
機
器
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の

も
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
（
推

進
協
事
務
局
）
と
し
て
、
今
回
か
ら
研

修
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

だ
。
選
定
調
査
票
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

を
環
境
面
や
体
制
面
で
評
価
す
る
50
項

目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分
量
は
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
の
写
真
な
ど
も
含
め
る

と
大
変
多
く
、
説
明
に
時
間
を
要
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
よ

り
一
つ
ひ
と
つ
の
項
目
に
つ
い
て
関
連

す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
人
員
設
備
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
厚
生
労
働

省
令
）
の
条
文
を
明
示
す
る
こ
と
で
、

よ
り
根
拠
が
明
確
と
な
る
よ
う
に
工
夫

し
た
と
の
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
が
網
羅
さ

れ
た
資
料
が
見
直
し
後
の
研
修
で
は
使

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
生
産
性
向
上

の
ケ
ア
ス
タ
イ
ル

二
日
目
は
場
所
を
市
内
の
貸
会
議
室

に
移
し
て
行
わ
れ
た
。
内
容
は
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

挨
拶
す
る
北
野
施
設
長
と
会
場
の
様
子

参
加
者
集
合
写
真

実
際
の
介
護
現
場
に
お
い
て
調
査
票
の
確
認

更
新
し
た
実
地
研
修
施
設
の

選
定
調
査
表
の
使
い
方
を
確
認

初
日
は
大
阪
市
平
野
区
に
あ
る
実
地

研
修
施
設
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
う

の
と
り
（
北
野
智
傑
施
設
長
）
で
行
わ

れ
た
。
会
議
は
北
野
施
設
長
の
歓
迎
あ

い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

推
進
協
で
は
今
年
度
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
管
理
者
研
修
と
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
講
義
内

容
の
一
部
変
更
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
説
明
が
続
け
て

行
わ
れ
た
。
特
に
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

の
選
定
調
査
票
を
研
修
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
選
定
調
査
票
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
管
理
者
研
修

で
は
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、

詳
細
な
説
明
は
行
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。し
か
し
、ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
理
解
す
る
に
は
最

向
上
は
そ
の
導
入
の
前

後
で
は
大
き
く
寄
与
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、

持
続
的
に
効
果
を
発
揮

し
て
い
く
に
は
、
や
は

り
、
介
護
職
員
の
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
ス
キ
ル
向

上
の
方
が
勝
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
説
明

が
あ
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

に
は
今
後
求
め
ら
れ
る

と
し
た
。

な
お
、
次
年
度
の
開

催
は
、
岐
阜
県
に
あ
る

実
地
研
修
施
設
岐
南
仙

寿
う
れ
し
野
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
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厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会

は
４
月
27
日
、
介
護
給
付
費
分
科
会

を
開
き
、
２
０
２
７
年
度
の
介
護
報

酬
改
定
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し

た
。
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
や
賃

上
げ
局
面
に
対
し
て
は
３
年
に
１
回

の
改
定
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
が
実

情
だ
。政
府
は
昨
年
度
の
補
正
予
算
、

今
年
６
月
施
行
の
臨
時
の
介
護
報
酬

改
定
（
期
中
改
定
）
で
対
応
を
図
っ

て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
本
改
定
へ
の

動
き
が
活
発
化
す
る
。

　
厚
労
省
は
同
日
の
会
合
で
「
今
後

の
検
討
の
進
め
方
」
に
関
す
る
考
え

方
を
提
示
し
た
。
27
年
度
改
定
で
は

引
き
続
き
「
物
価
や
賃
金
の
上
昇
な

ど
を
適
切
に
反
映
す
る
た
め
の
対
応

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。
併
せ
て
医
療
、
介
護

の
複
合
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
85
歳
以
上

人
口
が
増
加
す
る
２
０
４
０
年
を
見

据
え
る
中
で
、
地
域
に
よ
っ
て
高
齢

化
や
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
異
な

る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
今
国
会
で

ど
う
な
る
？
処
遇
改
善
、
人
材
確
保
…

介
護
給
付
費
分
科
会
で
議
論
ス
タ
ー
ト

介
護
大
学
校
か
ら

介
護
大
学
校
で
は
、
今
月
か

ら
明
尽
苑
分
校
（
千
葉
県
）
を

皮
切
り
に
続
々
と
ス
ク
ー
リ
ン

グ
が
始
ま
り
ま
す
。
現
時
点
に

お
い
て
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
日

程
が
確
定
し
て
い
る
、
も
し
く

は
調
整
中
の
分
校
は
以
下
の
16

校
で
す
。

【
６
月
】

・
明
尽
苑
分
校
（
千
葉
県
）

・
湘
南
く
す
の
木
分
校
（
神
奈

川
県
）

【
８
月
】

・
し
ょ
う
な
あ
さ
ひ
が
丘
分
校

（
愛
知
県
）

【
９
月
】

・
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
分
校

（
神
奈
川
県
）

・
寿
松
園
分
校
（
静
岡
県
）

・
生
田
広
場
分
校（
神
奈
川
県
）

【
10
月
】

・
岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
分
校

（
岐
阜
県
）

・
天
寿
荘
分
校
（
佐
賀
県
）

・
富
士
見
プ
ラ
ザ
分
校
（
神
奈

川
県
）

・
生
田
ま
ほ
ろ
ば
分
校
（
神
奈

川
県
）

・
お
だ
か
の
郷
分
校
（
神
奈
川

県
）

【
11
月
】

・
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
小
野
・
鶴

見
分
校
（
神
奈
川
県
）

・
船
橋
あ
さ
ひ
苑
分
校
（
千
葉

県
）

・
と
こ
ろ
の
苑
分
校（
埼
玉
県
）

・
み
な
み
の
苑
分
校（
埼
玉
県
）

・
フ
レ
ン
ド
神
木
分
校
（
神
奈

川
県
）

年
１
回
～
２
回
開
催
し
て
い

る
分
校
、
２
年
に
１
回
開
講
し

て
い
る
分
校
、
初
め
て
開
講
す

る
分
校
、
受
講
者
全
員
が
日
本

人
の
分
校
、
全
員
が
外
国
籍
職

員
の
分
校
、
日
本
人
よ
り
外
国

籍
職
員
の
割
合
の
方
が
多
い
分

校
な
ど
、
実
務
者
研
修
も
各
分

校
の
多
様
性
が
年
々
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
、
多
様
性
を
尊
重
し
つ
つ

各
分
校
の
声
に
耳
を
傾
け
、
質

の
良
い
実
務
者
研
修
と
な
る
よ

う
、
分
校
と
の
連
携
強
化
を
図

り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
前
に
、
講
師
な

ど
を
対
象
に
し
た
事
前
説
明
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
介
護
過
程
Ⅲ
（
６
日
間
）
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
お
け
る
指
導

ポ
イ
ン
ト
と
進
め
方
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
講
師
と
し
て
ご
指

導
い
た
だ
く
う
え
で
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
介

護
大
学
校
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

「
２
０
４
０
年
」へ
の
視
点
を
強
調

厚
労
省
が「
計
画
策
定
手
順
」示
す

　
２
０
２
７
年
度
か
ら
始
ま
る
第
10
期

介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
の
作
成

に
向
け
た
作
業
が
市
町
村
と
都
道
府
県

で
進
ん
で
い
る
。
第
10
期
計
画
の
注
目

点
は
、
日
本
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク

に
近
づ
く
２
０
４
０
年
を
見
据
え
な
が

ら
、
人
口
動
態
の
変
化
に
地
域
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
地
域
の
実
情
」
に
合

わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を

計
画
的
に
整
備
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

人
口
減
少
市
町
村
を
都
道
府
県

が
明
確
化

　
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
・

介
護
保
険
部
会
は
昨
年
12
月
、
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
を
ま

と
め
、
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
に

即
し
て
全
国
を
「
中
山
間
・
人
口
減
少

地
域
」「
大
都
市
部
」「
一
般
市
等
」
の

三
つ
に
分
類
し
、
と
り
わ
け
中
山
間
・

人
口
減
少
地
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
維

持
を
目
的
と
し
た「
柔
軟
化
の
枠
組
み
」

を
設
け
る
よ
う
提
言
し
た
。
そ
し
て
介

護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
に
お
い
て

２
０
４
０
年
に
向
け
た
中
長
期
的
な
推

計
▽
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
へ
特
例

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
類
型
の
導
入

▽
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
▽
人
材
確

保
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
職
場
環
境
改

善
―
―
な
ど
に
関
す
る
内
容
を
記
載
す

る
べ
き
だ
と
し
、
第
10
期
計
画
期
間
か

ら
市
町
村
や
都
道
府
県
が
本
格
的
な
議

論
を
進
め
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
厚
労
省
は
今
年
３
月
、
第
10
期
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
主
要
テ
ー
マ
ご

と
に
具
体
的
な
策
定
手
順
を
都
道
府
県

に
示
し
、
人
口
動
態
や
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
変
化
を
も
と
に
各
市
町
村
が
三
つ
の

う
ち
ど
の
分
類
に
該
当
す
る
か
を
分
析

し
、
各
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
確

保
に
向
け
た
あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
た
。
特
に
中
山
間
・
人
口
減
少
地

域
で
は
、
現
行
の
特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス
、
離
島
等
相
当

サ
ー
ビ
ス
）
に
新
た
な
類
型
（
特
定
地

域
サ
ー
ビ
ス
）
を
設
け
、
同
地
域
を
対

象
に
し
た
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
や
月

単
位
の
定
額
報
酬
の
仕
組
み
を
可
能
と

す
る
な
ど
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
予

定
（
今
国
会
に
関
連
法
案
が
上
程
中
）

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
議
論
を
行
う

こ
と
が
課
題
と
な
る
。

都
道
府
県
が
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　
医
療
・
介
護
連
携
推
進
の
観
点
に
お

い
て
は
24
年
度
の
診
療
報
酬
、
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
で
介
護
保
険
施
設
と
協

力
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
が
定
め
ら

れ
た
が
、
協
力
医
療
機
関
が
確
保
で
き

て
い
な
い
介
護
施
設
が
一
定
数
あ
り
、

地
域
差
も
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ
る
と

し
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
う

こ
と
を
計
画
策
定
手
順
と
し
て
盛
り
込

ん
だ
。
ま
た
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け

て
、
都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
人
材

確
保
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
す
る
こ
と
や
、
外
国
人
な
ど
の
多

様
な
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
地
域
ご
と
に
見
込
み
数
や
時
期
な

ど
の
具
体
的
な
数
値
目
標
の
設
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
生
産
性
向
上
に
つ
い

て
も
目
標
を
掲
げ
た
上
で
重
点
的
に
取

り
組
む
事
項
を
明
確
化
す
る
べ
き
だ
と

し
、
数
値
目
標
の
例
と
し
て
「
生
産
性

向
上
推
進
体
制
加
算
」
の
取
得
率
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。

秋
に
保
険
料
の
決
定
へ

　
介
護
保
険
部
会
で
は
現
在
、
第
10
期

計
画
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
当
た
る

「
基
本
指
針
」
の
見
直
し
作
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
年
７
月
を
め
ど
に
見

直
し
案
が
示
さ
れ
る
予
定
だ
。
各
市
町

村
は
新
た
な
指
針
案
に
基
づ
き
、
秋
に

か
け
て
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
や
保
険
料

の
設
定
作
業
を
行
う
。
第
10
期
計
画
は

２
０
４
０
年
ま
で
の
中
長
期
に
わ
た
る

サ
ー
ビ
ス
需
要
の
変
化
を
地
域
ご
と
に

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市
町
村

と
都
道
府
県
の
積
極
的
な
連
携
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

追
跡
追
跡

27
年
度
介
護
報
酬
改
定

第
10
期
介
護
計
画

推
進
協
は
６
月
５
日
、
今
年
度
第
１

回
執
行
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
き
、
６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る
第
１

回
理
事
会
に
諮
る
議
案
や
、
同
日
に
行

わ
れ
る
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員

連
盟
（
木
村
義
雄
会
長
）
の
第
１
回
総

会
に
向
け
た
「
緊
急
要
望
書
」
の
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

第
１
回
理
事
会
で
は
昨
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
・
監
査
報
告
が
メ
イ
ン
の

議
題
と
な
る
。
ま
た
10
月
の
「
20
周
年

記
念
式
典
」
開
催
と
記
念
誌
発
行
に
関

す
る
報
告
な
ど
の
ほ
か
、
議
案
と
し
て

役
員
人
事
（
理
事
の
選
任
な
ど
）、
新

規
入
会
施
設
の
承
認
に
つ
い
て
諮
ら
れ

る
。
説
明
に
当
た
っ
た
推
進
協
の
懸
上

忠
寿
事
務
長
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
実
地
研
修
施
設
の
伸
び
悩
み
を
課

題
に
挙
げ
、「
同
じ
県
内
に
実
地
研
修

を
受
け
ら
れ
る
場
所
が
な
い
こ
と
が
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
受
講
者
数
に

影
響
し
て
い
る
」
と
し
て
対
策
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
議
連
総
会
に
提
出
す
る
要

望
は
10
項
目
。
３
年
間
の
物
価
・
賃
金

の
伸
び
を
推
計
し
、
１
年
ご
と
に
介
護

報
酬
を
階
段
状
に
積
み
上
げ
る
仕
組
み

の
導
入
、
居
住
費
の
利
用
者
負
担
限
度

額
を
従
来
型
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
で
そ
ろ

え
る
こ
と
や
特
例
入
所
の
浸
透
に
向
け

た
周
知
徹
底
な
ど
10
項
目
か
ら
成
る
。

委
員
か
ら
は
一
部
業
界
で
特
定
技
能

の
外
国
人
受
け
入
れ
が
上
限
に
達
し
つ

つ
あ
る
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。「
今
回

の
議
連
要
望
と
は
別
に
、
推
進
協
と
し

て
情
報
交
換
し
、
意
見
を
集
約
し
て
要

望
を
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
議
連
へ
の
要
望
項
目
な
ど
を
検
討

第
１
回

執
行
委
員
会

審
議
さ
れ
た
介
護
保
険
法
な
ど
の
改

正
案
に
は
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域

を
対
象
に
し
た
「
特
定
地
域
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
類
型
の
新
設
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
か
が
議
論
の
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
る
。
ま
た
24
年
度
改
定
で
積
み

残
し
と
な
っ
た
利
用
者
２
割
負
担
の

範
囲
拡
大
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有

料
化
、
要
介
護
１
、
２
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
事
業
移
行
な
ど

「
給
付
と
負
担
」
の
観
点
も
改
め
て

議
論
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　
同
分
科
会
は
５
月
25
日
か
ら
個
別

サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
課
題
に
基
づ
き
、

論
点
を
整
理
す
る
作
業
に
入
っ
た
。

今
後
、
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
実
施
。
秋
か
ら
は
年
末
の
審
議
報

告
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
具
体
的

な
方
向
性
を
議
論
す
る
。
27
年
度
介

護
報
酬
改
定
に
関
す
る
動
き
は
「
推

進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
で
随
時
、
お
伝
え

し
て
い
く
予
定
だ
。
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実
地
研
修
に
当
た
り
、
泉
ふ
る
さ
と

村
施
設
長
か
ら
は
「
受
講
者
と
職
員
同

士
が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
知
見

や
ス
キ
ル
の
共
有
、
深
い
関
係
性
、
そ

れ
ら
を
活
用
さ
せ
、
よ
り
良
い
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発

信
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
地
研

修
施
設
で
も
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
泉
ふ
る
さ
と
村
（
佐
々
木
理
大
総
括

施
設
長
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
に
所
在
す

る
。
70
床
（
内
シ
ョ
ー
ト
20
床
）
の
全

室
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が
広
大
な

敷
地
を
有
し
、田
園
の
中
に
た
た
ず
む
。

ま
た
、
屋
上
に
は
か
な
り
広
い
庭
園

も
有
し
て
お
り
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

【
居
室
環
境
】

実
地
研
修
施
設
ら
し
く
、
ユ
ニ
ッ
ト

で
は
暮
ら
し
の
継
続
に
よ
る
環
境
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
様
子
が
廊
下
に
も

居
室
に
も
見
て
取
れ
る
。
実
地
研
修
生

に
と
っ
て
は
大
い
に
参
考
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。

実
際
、リ
ー
ダ
ー

研
修
の
実
地
に
来

る
受
講
生
も
多

か
っ
た
と
、
案
内

し
て
く
れ
た
相
談

課
長
兼
介
護
課
長

の
笠
置
勇
さ
ん
は

言
う
。

の
日
だ
っ
た
。

2
0
2
6
年
は

「
朝
ド
ラ
ふ
る

さ
と
ご
は
ん
」

だ
。お
品
書
き
、

箸
袋
、
小
物
も

い
ろ
い
ろ
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
職

人
に
よ
る
握
り
寿
司
の
日
や
誕
生
会
な

ど
も
頻
繁
に
実
施
し
て
い
る
。
手
作
り

の
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
た
い
と
い

う
施
設
長
の
思
い
が
あ
っ
た
り
、
食
事

が
お
い
し
い
か
ら
ま
た
来
た
い
と
い
う

シ
ョ
ー
ト
の
利
用
者
が
い
た
り
す
る
の

が
励
み
に
な
っ
て
い
る
（
菅
野
さ
ん
）。

泉
ふ
る
さ
と
村
の
入
居
者
に
と
っ
て
食

事
は
重
要
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

【
施
設
の
紹
介
】

施設外観

食
事
で
拡
げ
る
生
活
の
中
の
楽
し
み

分
か
る
気
が
す
る
!!
「
昭
和
の
オ
ム
ラ
イ
ス
は
大
人
気
」

社
会
福
祉
法
人 

大
石
ヶ
原
会

泉
ふ
る
さ
と
村

地

域に
根ざした

施

設を
取材

個別推進項目 具体的な内容

基本報酬等と
処遇改善加算

介護報酬は、2026年度の物価上昇対応後の水準をベースと
した上で、春闘と消費者物価指数による、27年度以降の 
3年間の伸び率を推計し、スライド方式により改定率を年次
ごとに階段状に設定、処遇改善加算は、全産業平均との格
差是正の観点から、基本報酬とは別に実施することとする。

基準費用額の
見直し

食費、居住費について、介護報酬と同様の改定方式で改定
を行うこと。また、居住費については、25年の概況調査結
果を反映すること。

加算の創設
（実地研修施
設加算）

個室ユニット型施設を推進する観点から、質の面を踏まえ
るとそのトップランナーであるユニットリーダー研修実地
研修施設について、優良施設としての認定に繋がる新たな
加算を創設すること。

加算の創設
（ユニットケア
による生産性
向上加算区分
の創設）

生産性向上は「特定の介護職員が利用者の介助に集中して
従事することのできる時間帯を設けること」によりサービ
スの質を確保するものであるが、これは特定の介護職員が
利用者をよく知ることで効率的に介護を行うユニットケア
と同じであることから、ユニットケアによる生産性向上加
算区分を新たに創設すること。

個別推進項目 具体的な内容

居住費に関する
利用者の負担限
度額の見直し

特養の居住費負担額は、負担能力を判定基準とする
以上、従来型利用者と均一とすることが適切。また、
生活保護者の利用規制を撤廃すること。

特養特例入所に
関する方針の周
知徹底

要介護1,2の者について、特例入所の周知を全国の
自治体へ徹底してもらうこと。

個室ユニット型
施設関係者の審
議会参画

特養では個室ユニット型が既に半数近くに達してい
ることから、個室ユニット型施設の代表者を介護保
険部会および介護給付費分科会へ参加させること。

個室ユニット型
施設の整備と質
向上の推進

30年の整備目標達成年度がまもなく到来するが、
目標年度を単に後回しにするのではなく、ユニット
ケアの具体的な推進方策も併せて設定すること。
また、研修事業について、業務委託方式を事業者指
定方式に変更すると共に、研修カリキュラムの高度
化等の創意工夫を活かす見直しを行うこと。

人材紹介
手数料の規制

職業安定法第32条の3第1項第2号について、廃止す
るかまたは手数料に関する上限の設定をすること。

⑴介護報酬改定関係 ⑵その他

ユニット議連への要望事項について
　執行委員会（2面参照）で決定した要望事項は次の通り。中でも
注目は介護報酬改定だ。インフレに伴う基本報酬等の引き上げにつ
いて、昨年4月の自民党決議にあったスライド制の導入や昨年度の
診療報酬改定時の入院における物価上昇への対応手法を踏まえ、3
年間の各年度の介護報酬について、階段状に予め増額を見込む設定

を求める内容が最重要課題となっている。また、処遇改善加算につ
いては、これまで行ってきたいわゆる全産業平均との格差是正措置
と、インフレにより生じている賃金物価上昇に伴うベースアップ対
策とは別物であることから、前者はこれまで通り、後者は前述の通
りの対策とすることを求めている。

ネギなどの野菜が育って
いた屋上庭園

【
楽
し
い
食
事
の
提
供
】

　
食
事
を
楽
し
む
機
会
と
し
て
「
昭
和

食
堂
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
管
理
栄
養
士
の
菅
野
さ
ん
に
よ
る

と
「
コ
ロ
ナ
禍
で
食
の
楽
し
み
を
提
供

す
る
機
会
が
な
く
な
り
、
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
る
中
で
、
委
託
事
業

者
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
さ
ん
か
ら
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
提
案
が
あ
っ
た
」
と

の
こ
と
。
以
来
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え

て
行
っ
て
い
る
よ
う
で
、「
昭
和
食
堂
」

は
2
0
2
4
年
度
の
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
オ
ム
ラ
イ
ス
は
大
人
気
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
2
0
2
5
年
度
末
に
も
ア

ン
コ
ー
ル
開
催
し
た
ほ
ど
だ
。
委
託
事

業
者
か
ら
こ
う
し
た
提
案
が
あ
る
と
い

う
の
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
食
は
月
一
回
行
わ
れ
る
。

取
材
の
日
も
ち
ょ
う
ど
イ
ベ
ン
ト
食

左から同行いただいた壱ノ町の理事長 
阿部さん、佐々木総括施設長、笠置さん

左から管理栄養士の菅野さん、
介護職の福原さん

廊
下

居室

取材当日のイベント食（左）とお品書き（上）
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
４
月
26
日
〜

５
月
25
日

事
務
局
か
ら

お
す
す
め
の
湿
気
対
策

今
月
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
“
裏
技
”
湿

気
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
使
い
終
わ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
か
す
を
乾
か

し
て
小
皿
に
置
く
方
法
。
消
臭
と
吸
湿
の

両
方
に
役
立
ち
、
玄
関
や
靴
箱
に
ぴ
っ
た

り
で
す
。

②
新
聞
紙
を
細
か
く
ち
ぎ
っ
て
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
に
入
れ
る
の
も
意
外
と
効
果
的
。

湿
気
を
吸
っ
た
ら
交
換
す
る
だ
け
な
の
で

手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
お
風
呂
場
に
は
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を

置
く
と
湿
気
取
り
代
わ
り
に
な
り
、
カ
ビ

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

少
し
の
工
夫
で
、
梅
雨
の
じ
め
じ
め
も

ぐ
っ
と
軽
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
が
少
し
で
も
快
適
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。�

（
井
田
）

■
推
進
協
　
研
修
見
直
し
会
議
を
開
催

（
４
月
27
日
）

令
和
８
年
度
厚
労
省
の
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
の
見
直
し
に
併
せ

て
推
進
協
内
部
で
も
独
自
に
研
修
見
直

し
案
を
検
討
す
る
場
と
し
て
設
置
さ

れ
、
こ
の
日
が
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
も
の
。
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が
目

指
す
方
向
と
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に

よ
る
生
産
性
向
上
を
打
ち
出
す
こ
と
の

可
否
な
ど
を
検
討
し
た
。

■
来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た

議
論
が
ス
タ
ー
ト
（
４
月
27
日
）

厚
労
省
の
介
護
給
付
費
分
科
会
は
27

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論

を
開
始
し
た
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
構
築
な
ど
が
論
点
と
な
る
。
夏
ご

ろ
に
か
け
て
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
。
秋
に
具
体
的
な
方
向
性
を

議
論
し
、
年
内
に
基
本
的
な
考
え
方
を

取
り
ま
と
め
る
。

■
厚
労
省
　
処
遇
改
善
に
関
す
る
調
査

を
７
月
に
実
施
（
４
月
27
日
）

27
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
基
礎
資
料

と
な
る「
介
護
従
事
者
処
遇
状
況
調
査
」

を
７
月
に
実
施
す
る
方
針
を
介
護
給
付

費
分
科
会
で
示
し
た
。
介
護
施
設
・
事

業
所
に
よ
る
処
遇
改
善
加
算
の
届
け
出

状
況
や
職
員
の
給
与
額
、
昨
年
度
補
正

予
算
で
措
置
さ
れ
た
賃
上
げ
状
況
な
ど

を
調
べ
る
。

■
財
務
省
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
他
産
業

よ
り
高
利
益
率
と
主
張
（
４
月
28
日
）

骨
太
の
方
針
な
ど
へ
の
反
映
を
目
指

す
「
春
の
建
議
」
の
議
論
を
行
っ
て
い

る
財
政
制
度
等
審
議
会
の
財
政
制
度
分

科
会
で
介
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
を
議

題
に
上
げ
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
益

率
は「
他
産
業
と
比
較
し
て
高
い
水
準
」

に
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
来
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
「
サ
ー
ビ
ス

類
型
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実
態
に
応
じ

て
介
護
報
酬
を
適
正
化
す
る
必
要
」
が

あ
る
と
主
張
し
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
情
報
基
盤
の
活
用
へ

助
成
金
制
度
を
周
知
（
４
月
28
日
）

介
護
に
関
す
る
情
報
を
利
用
者
、
介

護
事
業
所
、
自
治
体
、
医
療
機
関
で
共

有
す
る
「
介
護
情
報
基
盤
」
の
活
用
促

進
の
た
め
、
今
年
度
の
助
成
金
申
請
受

け
付
け
を
５
月
７
日
か
ら
始
め
る
と
周

知
し
た
。
介
護
事
業
所
に
対
し
て
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
購
入
や
同
基
盤
と
の
接

続
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
経
費
の
一
部
が
助

成
さ
れ
る
。

■
厚
労
省
　
人
員
基
準
欠
如
減
算
の
猶

予
措
置
な
ど
を
通
知
（
５
月
８
日
）

介
護
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ
の
配
置
数
が

基
準
を
下
回
る
と
介
護
給
付
費
が
３
割

減
ら
さ
れ
る
人
員
基
準
欠
如
減
算
に
つ

い
て
、
突
発
的
な
事
情
の
場
合
、
１
年

に
１
回
限
り
、
３
カ
月
以
内
は
減
額
を

猶
予
す
る
措
置
を
今
年
６
月
算
定
分
か

ら
適
用
す
る
こ
と
を
自
治
体
に
知
ら
せ

た
。
同
時
に
協
力
医
療
機
関
連
携
加
算

の
要
件
で
あ
る
定
期
的
な
会
議
の
開
催

に
つ
い
て
、
月
１
回
を
年
３
回
に
緩
和

す
る
こ
と
な
ど
も
通
知
し
た
。

■
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　
国
会
議

員
全
員
に
緊
急
要
望
（
５
月
11
日
）

今
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
介
護
保

険
法
な
ど
の
改
正
案
で
、
人
口
減
少
・

中
山
間
地
域
を
対
象
に
人
員
配
置
基
準

を
緩
和
す
る
「
特
定
地
域
サ
ー
ビ
ス
」

の
新
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
懸
念
を
示
す
緊
急
要
望
書
を
全
て

の
国
会
議
員
に
送
付
し
た
。
ど
こ
で
暮

ら
し
て
も
等
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す

る
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
が
な
し
崩

し
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
、
必
要
な

介
護
職
員
を
確
保
す
る
た
め
の
見
直
し

を
行
う
よ
う
に
求
め
た
。

■
介
護
団
体
調
査
　
26
年
度
の
賃
上
げ

率
は
３
・
36
％
（
５
月
12
日
）

全
老
健
な
ど
介
護
関
係
13
団
体
は
今

年
４
月
に
行
っ
た
「
介
護
現
場
に
お
け

る
賃
上
げ
・
物
価
高
騰
等
の
状
況
調

査
」
の
速
報
結
果
を
ま
と
め
、
自
民
党

政
調
会
の
社
会
保
障
制
度
調
査
会
・
介

護
委
員
会
の
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

報
告
し
た
。
賃
上
げ
額
は
８
６
４
９
円

で
昨
年
度
比
３
・
36
％
上
昇
し
た
が
、

全
産
業
平
均
（
５
・
08
％
）
と
の
格
差

を
挙
げ
、
来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
の

対
応
が「
極
め
て
重
要
」と
強
調
し
た
。

■
厚
労
省
　
リ
ハ
ビ
リ
政
策
推
進
の
新

組
織
を
発
足
（
５
月
19
日
）

医
療
や
介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
た
制
度
改
正
な
ど
を
分
野
横
断
的
に

検
討
す
る
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
統

括
調
整
室
」
を
設
置
し
た
。
上
野
厚
労

相
が
同
日
の
会
見
で
発
表
し
た
。

■
推
進
協
　
黒
岩
祐
治
神
奈
川
県
知
事

励
ま
す
会
開
催
（
５
月
19
日
）

横
浜
市
内
で
開
催
さ
れ
、
赤
枝
眞
紀

子
会
長
ら
が
出
席
し
た
。

■
介
護
付
き
ホ
ー
ム
団
体
　
報
酬
改
定

議
論
へ
の
参
画
を
希
望
（
５
月
19
日
）

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定

を
受
け
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
（
介

護
付
き
ホ
ー
ム
）
の
あ
り
方
を
考
え
る

国
会
議
員
ら
が
上
野
厚
労
相
を
訪
ね
、

来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
議

論
を
進
め
る
介
護
給
付
費
分
科
会
、
介

護
保
険
部
会
の
委
員
と
し
て
全
国
介
護

付
き
ホ
ー
ム
協
会
（
介
ホ
協
）
の
代
表

者
を
選
任
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。

■
高
市
首
相
　
社
会
保
障
負
担
率
の
目

標
の
検
討
を
指
示
（
５
月
22
日
）

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い

て
、
財
界
代
表
ら
民
間
有
識
者
議
員
の

社
会
保
障
改
革
に
関
す
る
提
言
に
沿
う

形
で
、
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
の
検

討
を
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。

■
介
護
給
付
費
分
科
会
　
個
別
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
を
開
始
（
５
月
25
日
）

27
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
、

個
別
の
各
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
現
状
と

課
題
に
基
づ
い
て
論
点
を
整
理
す
る
作

業
に
入
っ
た
。
同
日
の
会
合
で
は
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
三
つ
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

入
会
施
設
の
ご
紹
介

【
宮
城
県
】（
特
養
）
仙
南
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ピ

ア（
福
）
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
仙
台

理
事
長
・
施
設
長　
新
野
義
人

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
松
掛
字

宮
田
67

【
埼
玉
県
】（
特
養
）
武
里
ま
き
ば
園

（
福
）
隼
人
会

理
事
長　
根
岸
節
子

施
設
長　
根
岸
桃
子

埼
玉
県
春
日
部
市
武
里
中
野
７
０
５

【
宮
城
県
】（
特
養
）
仙
台
楽
生
園

（
福
）
仙
台
市
社
会
事
業
協
会

会
長
・
園
長　
植
木
祐
子

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
葉
山
町
８
-1

【
会
員
施
設
数
】
３
７
７
施
設

�

（
令
和
８
年
５
月
31
日
現
在
）

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

職
場
秩
序
の
維
持

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
施
設
長
か
ら
の
相
談
で
す
。あ
る
職
員
が
、

特
定
の
職
員
に
対
し
て「
仕
事
が
で
き
な
い
」

「
辞
め
た
方
が
良
い
」「
仕
事
に
来
て
も
手
が

か
か
る
だ
け
だ
」
な
ど
の
発
言
を
周
囲
へ
繰

り
返
し
話
し
、
業
務
日
報
に
も
記
載
し
て
い

る
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
職
員

に
は
一
定
の
業
務
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
発

言
内
容
や
伝
え
方
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
い
じ
め
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
相
談
で
し
た
。
な
お
、

発
言
し
て
い
る
職
員
は
役
職
者
で
は
な
く
、

正
式
な
指
導
権
限
を
持
つ
立
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
施
設
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
?

【
回
答
】

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、「
業
務
上
の
指

導
」
と
「
人
格
否
定
に
つ
な
が
る
言
動
」
を

分
け
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
業
務

上
の
改
善
点
を
伝
え
る
こ
と
自
体
は
必
要
で

す
が
、「
仕
事
が
で
き
な
い
」「
辞
め
た
方
が

良
い
」
と
い
っ
た
発
言
を
周
囲
へ
繰
り
返
し

話
し
た
り
、
日
報
へ
記
載
し
た
り
す
る
行
為

は
、
適
切
な
指
導
の
範
囲
を
超
え
、
職
場
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
正
式
な
指
導
権
限
の
な
い
職
員
が

個
人
的
な
評
価
を
周
囲
へ
広
げ
る
こ
と
は
、

対
象
職
員
の
孤
立
や
心
理
的
負
担
に
つ
な
が

り
、
周
囲
の
職
員
に
も
不
安
や
萎
縮
を
与
え

ま
す
。
そ
の
結
果
、
職
場
全
体
の
信
頼
関
係

や
協
力
体
制
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。対

応
と
し
て
は
、
ま
ず
直
属
上
司
等
か
ら

状
況
確
認
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
当
該
職
員

へ
「
課
題
を
感
じ
る
こ
と
」
と
「
周
囲
へ
否

定
的
に
広
げ
る
こ
と
」
は
別
で
あ
る
こ
と
を

整
理
し
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

課
題
が
あ
る
場
合
は
管
理
職
へ
報
告
し
、
組

織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
、
評
価
や
指
導
は

組
織
の
役
割
と
責
任
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

を
共
有
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
対
象
職
員
に
本
当
に
課
題
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
感
情
論
で
は
な
く
、
具
体

的
な
事
実
や
行
動
を
整
理
し
、
管
理
職
主
導

で
教
育
や
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
現
場
で
は
、「
誰
が
悪
い
か
」
を
追

及
す
る
だ
け
で
は
組
織
は
改
善
し
ま
せ
ん
。

「
な
ぜ
そ
の
状
態
が
起
き
て
い
る
の
か
」「
組

織
と
し
て
ど
う
支
援
す
る
か
」
を
考
え
る
姿

勢
が
、
職
員
定
着
と
安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

推
進
協
監
事
・
特
定
社
会

保
険
労
務
士

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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栗
田
淳
二
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